
 

 

 

１．基本的な感染予防 

 

１）入構時 

①健康観察（検温・体調チェック）を毎日行い、異常がないことを確認する。 

日々の数値を記録し、データを携行すること。 

※体温等を記録する無料のアプリを活用してください。 

※体調不良者は病院を受診し、コロナ罹患の場合は登校せず、感染報告をする。 

②自宅での検温を忘れた学生は、各建物の入り口の顔認証型サーマルカメラで検温をする。 

③学内では、基本的な感染症対策（「三つの密」の回避、人と人との距離の確保、手洗い等の 

手指衛生、換気）を意識して行動する。  

 

２）マスク着用のルール 

①学内におけるマスク着用の義務は原則解除します。ただし、教育上又は感染防止の観点から、

教職員よりマスクの着用を求める場合もあります。 

②通学時ラッシュ時など、混雑した電車、バスに乗車する場合は、マスクを着用することを推奨 

します。 

 

３）授業 

①学生はできる限り間隔をとって、着席する。（科目によっては指定席の場合もある。） 

 グループ学習は、十分距離をとり密集しないように心がける。 

②学生は、授業中は私語を慎む。 

咳やくしゃみを頻繁にしている場合は座席移動など指示が出る場合がある。 

③遠隔授業を学内で受講する場合、原則として空き教室、まなブース（1 号館、7号館、10 号館）、 

ラーニングコーナー（8号館）、ラーニングラウンジ（8 号館）で受講する。食堂やアメニティ 

テラスでは受講してはいけません。 

④学生は、スマートフォン、タブレット端末、ノートパソコン、イヤホン等の受講するために 

必要な機器を必ず持参する。 

⑤教室は、基本的な感染防止策として、定期的に換気をする。 

 

４）授業以外の学内での行動 

①学内での移動時は、密集にならないよう距離を保つ。 

②飲食の前後には、必ず手洗いや手指消毒をおこなう 

③昼食を食べる場合は、少人数で、できる限り距離を取る。 
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